
 
記入要領 

① 
届出日 「届出日」を記入してください。 
② 

届出先 
以下に従い、「中央消防署長」、「東消防署長」又は「加古川市消防長」を記入してくださ

い。 
※ 
１ 確認申請書（第三面）等の工事種別において、「新築」の場合は「加古川市消防長」。 
２ 確認申請書（第三面）等の工事種別において、「新築」以外の場合は以下のとおり。 
・住所が加古川町、神野町、八幡町、上荘町、平荘町、東神吉町、西神吉町、米田町、

志方町、西条山手、山手の場合は「中央消防署長」。 
・住所が野口町、平岡町、尾上町、別府町、金沢町、稲美町、播磨町の場合は「東消防

署長」。 
③ 

届出者（建築主） 届出者（建築主）の「住所」、「氏名」及び「電話番号」を記入してください。 
※法人の場合は、法人名及び役職名を併記してください。 

④ 
代理者氏名 代理者の「氏名」及び「電話番号」を記入してください。 

※法人の場合は、法人名及び役職名を併記してください。 
⑤ 

建築物及びその敷地

に関する事項 確認申請書（第三面）等の内容に準じて記入してください。 
⑥ 
用途 建築物の「用途」及び「消防法施行令別表第１に基づく用途区分」を記入してください。 

※⑥～⑨は、確認申請書（第四面）等の内容に準じて記入してください。 
⑦ 

最高の高さ 建築物の「最高の高さ」を記入してください。 
⑧ 

工事種別 建築物の「工事種別」について、該当するものにレ印を記入してください。 
⑨ 
構造 建築物の「構造」を記入してください。 
⑩ 

消防法施行令第８条

の区画 「消防法施行令第８条の区画」の有無について、該当するものにレ印を記入してくださ

い。 
⑪ 

主要構造部 建築物の「主要構造部」について、該当するものにレ印を記入してください。 
⑫ 

内装制限 「内装制限」の有無について、該当するものにレ印を記入してください。 
なお、内装制限については、壁（床面から 1.2ｍ以下の部分も含んだ壁全体）及び天井

の室内に面する部分の仕上げを難燃材料でしたもののみ「有」にレ印を記入すること。 
⑬ 

階別・床面積 建築物の階別に床面積を記入してください。 
なお、階別の欄で８以上の階を有する場合は、設置計画届出書を２枚以上使用する等

工夫すること。  



 
⑭ 

無窓階 無窓階の欄は、無窓階に該当する階にあっては「無窓」、無窓階以外の階にあっては

「有窓」と記入してください。また、「有窓」と記入した場合は、当該階の有窓無窓計

算書を添付すること。 
※有窓無窓の計算は、図面等の空欄に記入してもよいものとする。 

⑮ 
収容人員 建築物の収容人員を消防施行規則第１条の３に基づき階別に算定し、記入してくださ

い。また、各階ごとに算定し難い場合は、合計のみを記入してください。 
なお、収容人員を算定した計算書は添付すること。 
※１ 収容人員の計算は、図面等の空欄に記入してもよいものとする。 
※２ 共同住宅における収容人員の算定は以下の表によること。       

⑯ 
その他の位置、構

造、設備等の状況 該当する項目にレ印を記入してください。 
※以下の場合等については、「その他（ ）」の欄に記入してください。 
・加古川市火災予防条例第 29 条の２に基づく住宅用防災機器（住宅用火災警報器等）

を設置する場合 
（記入例） ☑その他（住宅用火災警報器設置） 
・平成８年２月 16日付け消防予第 22号第３項適用により消防機関へ通報する火災報知

設備を設置しない場合 
（記入例） ☑その他（平成８年消防予第 22号通知適用） 
・間柱若しくは下地を準不燃材料以外の材料で造った鉄網入りの壁、根太若しくは下地

を準不燃材料以外の材料で造った鉄網入りの床又は天井野縁若しくは下地を準不燃材

料以外の材料で造った鉄網入りの天井を有する場合 
（記入例） ☑その他（ラスモルタル造該当） 

⑰ 
設置する消防用設備

等又は特殊消防用設

備等の種類 
設置する消防用設備等又は特殊消防用設備等の種類にレ印を記入してください。 
※設置する消防用設備等又は特殊消防用設備等の種類欄がない場合については、空欄

に記入してください。  


